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み
ん
ぱ
く
の
日
本
の
文
化
展
示
に
は
、

運
搬
具
や
農
具
、
は
き
も
の
・
か
ぶ
り
も

の
な
ど
が
所
せ
ま
し
と
並
ん
で
い
る
。
な

文ぶ
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
と
私
財
を
投
じ
て
「
私
立
の

博
物
館
」
を
つ
く
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ

が
、
一
九
三
九
年
に
保ほ
う
や谷

村
（
現
、
西
東

京
市
）
に
で
き
た
民
族
学
博
物
館
で
、
こ

れ
こ
そ
が
み
ん
ぱ
く
の
「
祖
型
」
で
あ
る
。

　

渋
沢
さ
ん
は
、
こ
の
民
族
学
博
物
館
を

一
九
四
四
年
に
日
本
民
族
学
協
会
（
日
本

民
族
学
会
の
後
身
）
に
寄
贈
し
、
そ
の
後

こ
の
博
物
館
資
料
は
文
部
省
に
寄
付
さ
れ

た
。
六
四
年
あ
ら
た
に
発
足
し
た
日
本
民

族
学
会
は
国
立
民
族
学
研
究
博
物
館
の
設

置
運
動
を
す
す
め
、
六
五
年
に
日
本
学
術

会
議
は
そ
の
設
置
勧
告
を
総
理
大
臣
に
お

こ
な
っ
た
。
勧
告
の
九
年
後
、
大
阪
の
万

博
跡
地
に
み
ん
ぱ
く
が
創
設
さ
れ
、
二
万

八
千
点
の
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の

標
本
資
料
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
旧

文
部
省
史
料
館
）
か
ら
本
館
に
移
管
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

◉
み
ん
ぱ
く
の
こ
れ
か
ら

　

渋
沢
敬
三
さ
ん
の
ご
子
息
、
雅
英
さ
ん

は
み
ん
ぱ
く
を
訪
れ
た
際
に
、
梅
棹
忠
夫

初
代
館
長
か
ら
「
渋
沢
敬
三
先
生
の
遺
言

が
現
在
の
み
ん
ぱ
く
に
な
っ
た
」
と
い
わ

れ
た
と
い
う
。
梅
棹
さ
ん
は
、
自
分
自
身

を
「
み
ん
ぱ
く
創
設
ま
で
の
な
が
い
リ

レ
ー
の
な
か
の
中
間
走
者
の
一
人
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

み
ん
ぱ
く
の
「
ご
先
祖
さ
ま
」
の
夢
と

創
設
者
の
理
念
を
こ
れ
か
ら
の
み
ん
ぱ
く

に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
が
わ
れ

わ
れ
の
大
き
な
責
任
で
あ
る
。

館
に
は
感
激
し
た
と
い
う
。
生
活
用
具
を

民
家
ご
と
展
示
し
、
人
び
と
の
生
活
を
リ

ア
ル
に
表
現
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

帰
国
後
、
渋
沢
さ
ん
は
勤
務
の
か
た
わ

ら
日
本
各
地
へ
調
査
旅
行
に
出
か
け
、
同

時
に
共
同
研
究
を
組
織
し
て
多
く
の
民
俗

学
者
を
支
え
た
。
自
宅
車
庫
の
屋
根
裏

（
ア
チ
ッ
ク
）
は
博
物
館
（
ミ
ュ
ー
ゼ
ア

ム
）
に
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
の

日
本
民
族
学
会
の
設
立
に
か
か
わ
り
、
三

七
年
に
は
日
本
民
族
学
会
附
属
研
究
所
を

開
設
し
た
。
渋
沢
さ
ん
は
、
独
自
の
常
民

文
化
の
学
風
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
多

数
の
研
究
者
や
学
会
活
動
を
支
援
し
た
。

ま
さ
に
日
本
の
民
族
学
･
人
類
学
の
育
て

の
親
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

◉
民
族
学
博
物
館
の
建
設
へ

　

渋
沢
さ
ん
は
、「
日
本
に
民
族
学
博
物

館
ひ
と
つ
な
い
よ
う
で
は
話
に
な
ら
ん
、

こ
れ
は
国
立
で
つ
く
る
べ
き
だ
」
と
創
設

運
動
に
と
り
か
か
る
。
一
九
三
六
年
、

白し
ら
と
り鳥
庫く
ら
き
ち吉
さ
ん
ら
学
会

幹
部
と
皇
紀
二
千
六
百

年
記
念
事
業
と
し
て

「
日
本
民
族
博
物
館
設

立
建
議
案
」
を
文
部
大

臣
に
提
示
し
た
。
し
か

し
、
日
中
戦
争
に
奔
走

し
て
い
た
国
を
相
手
に
、

そ
の
実
現
は
無
理
と
判

断
し
た
渋
沢
さ
ん
は
、

ア
チ
ッ
ク
同
人
の
高た
か
は
し橋

須す
ど
う藤 

健け
ん
い
ち一
　

国
立
民
族
学
博
物
館
長

館
長
就
任
一
年
。
オ
セ
ア
ニ
ア
の
海
外
移
住
や
民
主

主
義
の
研
究
を
し
て
き
た
が
、
最
近
は
日
本
の
外
国

人
受
け
入
れ
と
日
本
社
会
の
多
文
化
・
多
元
化
に
つ

い
て
の
関
心
が
強
い
。

高橋文太郎さんが研究したわかんじき〈日本の文化展示〉

か
に
は
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
も

あ
る
。
み
ん
ぱ
く
が
創
設
さ
れ
た
一
九
七

四
（
昭
和
四
九
）
年
の
所
蔵
標
本
資
料
は

三
万
点
弱
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ア
チ
ッ

ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
が
玩
具
研
究
と
、
本

格
的
な
民
具
研
究
に
の
り
だ
し
た
昭
和
の

は
じ
め
か
ら
集
め
て
き
た
日
本
の
農
山
漁

村
の
民
俗
資
料
で
あ
る
。

◉
日
本
の
民
族
学
の
育
て
の
親

　

こ
の
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
創

設
者
で
あ
る
渋し
ぶ
さ
わ沢
敬け
い
ぞ
う三
さ
ん
は
、
一
九
二

一
年
に
郷
土
玩
具
の
研
究
を
は
じ
め
、
翌

年
か
ら
三
年
余
は
銀
行
員
と
し
て
ロ
ン
ド

ン
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
の
美
術
館
や
博
物
館
を
見
て
回
り
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
カ
ン
セ
ン
野
外
博
物

ふ
た
つ
の「
み
ん
ぱ
く
」

　
　

― 
武
蔵
野
か
ら

　
　
　
　
　

 
千
里
へ
―

み
ん
ぱ
く
創
設
の
系
譜

―

渋
沢
敬
三
の
遺
言

姿をあらわした銘板〈撮影・太田心平〉

青
雲
の
志
に
燃
え
て
、

ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
を
開
い
た
渋
沢
敬
三
。

長
じ
て
、彼
は
、私
財
を
拠
出
、高
橋
文
太
郎
ら
と
は
か
ら
っ
て
、

武
蔵
保
谷
の
地
に
、野
外
博
物
館「
ス
カ
ン
セ
ン
」の

日
本
版
建
設
を
夢
見
た
。

渋
沢
は
、常
に
現
実
を
見
き
わ
め
て
対
処
し
た
、

稀
有
な
リ
ア
リ
ス
ト
だ
っ
た
。

「
夢
」の
実
現
を
め
ざ
し
、

自
己
の
信
念
に
忠
実
な
、心
優
し
い
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。

今
も
、多
く
の
人
た
ち
に
敬
慕
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、七
〇
年
前
の「
夢
」を

今
に
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
、

多
く
の
人
た
ち
が

参
集
し
た

重要文化財のおしらさま（複製）〈日本の文化展示〉
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一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
五
月
八
日
、

文
部
省
文
化
財
保
護
委
員
会
記
念
物
課
の

一
行
十
名
が
、
春
季
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
称
し

て
、
保
谷
の
民
族
学
博
物
館
の
ア
イ
ヌ
園

を
訪
問
し
て
い
る
。
す
で
に
、
こ
の
ア
イ

ヌ
園
に
つ
い
て
は
、
完
成
間
も
な
い
一
九

五
二
（
昭
和
二
七
）
年
九
月
、
浦
谷
記
念

物
課
長
の
視
察
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
、
日
本
初
と
い
っ
て
も
い
い

こ
の
本
格
的
オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
に
対
す
る
、
そ
の
道
の
専

門
家
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
と
も

い
え
よ
う
。

◉
野
外
博
物
館
の
構
想

　

も
と
も
と
民
族
学
博
物
館
を
建
設
す
る

に
当
た
っ
て
、
保
谷
の
地
が
選
ば
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
当
初
か
ら
、
渋
沢
敬

三
先
生
に
、
日
本
各
地
お
よ
び
周
囲
諸
民

族
の
住
家
・
野
外
建
造
物
、
民
俗
植
物
園

を
含
む
一
大
民
族
学
博
物
館
の
構
想
が

あ
っ
て
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
民
族
学
博
物
館
は
、
渋
沢
先

生
の
手
を
離
れ
、
日
本
民
族
学
協
会
に
引

継
が
れ
た
が
、
第
二
次
大
戦
、
戦
後
の
農

地
解
放
問
題
な
ど
で
野
外
博
物
館
構
想
は

延
引
し
、
漸
く
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）

年
末
、
東
京
都
農
地
委
員
会
の
理
解
あ
る

処
置
と
文
部
省
の
援
助
を
え
て
、
こ
こ
に

当
初
の
計
画
を
実
現
出
来
る
運
び
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

早
速
、
翌
四
九
年
一
月
、
日
本
民
族
学

協
会
の
企
画
委
員
会
で
、
ア
イ
ヌ
住
家
の

建
設
が
決
定
し
、
建
設
委
員
、
同
監
事
が

宮み
や
も
と本 

瑞み
ず
お夫
　
　

財
団
法
人
宮
本
記
念
財
団 

理
事
長

専
攻
は
日
本
近
世
文
学
・
日
本
民
俗
学
。
現
在
の
関

心
事
は
、
渋
沢
敬
三
・
宮
本
馨
太
郎
な
ど
ア
チ
ッ
ク

関
係
フ
ィ
ル
ム
の
再
生
・
活
用
・
公
開
。
お
も
な
編

著
書
は
『
説
話
文
学
史
』（
明
治
書
院
）
な
ど
。

委
嘱
さ
れ
た
。
委
員
に
は
、
金き
ん
だ
い
ち

田
一

京き
ょ
う
す
け

助
・
今こ
ん

和わ
じ
ろ
う

次
郎
・
渋
沢
敬
三
・
宮み
や
も
と本

馨け
い
た
ろ
う
太
郎
な
ど
の
諸
氏
が
、
ま
た
同
監
事
に

は
、
唐か
ら
き木
栄え
い
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
が
委
嘱
さ
れ
、
建

設
準
備
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

結
局
、
実
際
の
実
務
は
、
ア
チ
ッ
ク
・

ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
以
来
関
わ
っ
て
き
た
父
・

宮
本
馨
太
郎
と
唐
木
氏
が
当
た
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

父
・
馨
太
郎
は
、一
九
三
七（
昭
和
一

民
族
学
博
物
館
の

ア
イ
ヌ
住
家

　

西
武
池
袋
線
の
保
谷
駅
に
降
り
立
っ
た

の
は
、
昨
年
一
一
月
八
日
、
日
曜
日
の
朝

だ
っ
た
。
日
本
最
初
の
野
外
博
物
館
が

あ
っ
た
場
所
に
、
市
民
有
志
の
会
が
設
置

し
た
銘
板
の
除
幕
式
が
催
さ
れ
る
。
こ
の

博
物
館
を
「
日
本
民
族
学
会
附
属
民
族
学

博
物
館
」
と
い
っ
た
。

　

須
藤
健
一
館
長
と
同
僚
の
太
田
心
平
助

教
は
、
す
で
に
到
着
し
て
い
た
。
坂さ
か
ぐ
ち口

光こ
う
じ治
西
東
京
市
長
、
高た
か
は
し橋
文ふ
み
ひ
こ彦
氏
、
宮

本
瑞
夫
氏
ら
の
姿
も
あ
っ
た
。

　

高
橋
家
の
歴
代
は
、
武
蔵
野
鉄
道
（
現

在
の
西
武
鉄
道
）
に
取
締
役
と
し
て
重
き

を
な
し
た
。
文
彦
氏
の
父
君
文
太
郎
も
、

一
九
三
六
年
に
重
役
に
就
任
、
明
治
大
学

を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
さ
だ
っ
た
。

　

瑞
夫
氏
の
父
君
馨
太
郎
は
、
戦
時
下
に

博
物
館
の
維
持
に
尽
力
し
、
国
立
民
族
学

博
物
館
の
礎
と
な
っ
た
資
料
（
ア
チ
ッ

ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
）
を
守
り
抜
き
、
戦
後
の
文
化
財
保
護

行
政
に
重
要
な
役
割
を
担
わ
れ
た
。

　

渋
沢
家
の
方
た
ち
が
到
着
し
、
除
幕
式

が
始
ま
っ
た
。
敬
三
の
長
男
渋
沢
雅
英
氏
、

坂
口
市
長
、
須
藤
館
長
の
祝
辞
に
続
き
、

国
立
民
族
学
博
物
館
の
初
代
館
長
梅
棹
忠

夫
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
長
文
の
祝
電
が
披

露
さ
れ
た
後
、
雅
英
・
文
彦
両
氏
に
よ
っ

近こ
ん
ど
う藤 

雅ま
さ
き樹
　
　

民
博 

民
族
文
化
研
究
部

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員

な
ど
の
経
歴
が
あ
る
。
わ
た
し
の
「
夢
」
は
、
み
ん

ぱ
く
で
渋
沢
敬
三
没
後
五
〇
周
年
記
念
の
特
別
展
を

実
現
し
、
退
職
し
た
ら
「
日
曜
画
家
」
に
な
る
こ
と
。

て
幕
に
懸
け
た
紅
白
の
綱
が

解
か
れ
る
と
、
美
し
い
銘
板

が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。

　

式
典
は
、
こ
の
銘
板
が
有

志
の
会
か
ら
市
に
寄
付
さ
れ

る
こ
と
を
謳う
た

っ
て
滞
り
な
く

終
了
。
保
谷
駅
前
の
市
立
図

書
館
･
公
民
館
に
移
動
し
た

一
同
は
、
そ
こ
で
写
真
展

「
民
族
学
博
物
館
と
渋
沢
敬

三
・
高
橋
文
太
郎
─
か
つ
て

保
谷
に
あ
っ
た
民
族
学
博
物

館
」
を
見
学
。
一
九
三
九
年
五
月

の
公
開
以
来
、
一
九
六
二
年
秋
に
閉
館

す
る
ま
で
の
四
半
世
紀
を
モ
ノ
ク
ロ
写
真

で
回
顧
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
わ
た
し
は
「
渋
沢
敬
三
と

民
族
学
博
物
館
」
と
題
し
て
講
演
す
る
栄

に
浴
し
た
。
会
場
に
は
、
岡お
か

正ま
さ
お雄

の
薫
陶

を
受
け
ら
れ
た
ヨ
ー
ゼ
フ
･
ク
ラ
イ
ナ
ー

博
士
の
姿
も
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
、
こ
の

日
は
、
敬
三
の
祖
父
渋し
ぶ
さ
わ沢
栄え
い
い
ち一
の
命
日

だ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
七
〇
年

二
）
年
、
ア
チ
ッ
ク
の
収
蔵
民
具
が
保
谷

に
移
管
さ
れ
る
と
保
谷
の
民
族
学
研
究
所

の
研
究
員
と
な
り
、後
に
は
博
物
館
主
任

と
な
り
、収
蔵
民
具
の
台
帳
作
成
に
当
た

り
、
戦
後
は
、敷
地
や
建
物
の
管
理
な
ど

に
も
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。父
の
気
持
ち

と
し
て
は
、一
途
に
、渋
沢
先
生
へ
の
責
任

を
果
た
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

◉
ア
イ
ヌ
住
家
の
建
設

　

建
築
は
、
当
時
の
日
高
国
沙
流
郡
平
取

村
二
風
谷
に
在
住
の
二に
た
に谷

国く
に
ま
つ松

（
六
三

歳
）・
一い
ち
た
ろ
う
太
郎
（
五
八
歳
）・
善ぜ
ん
の
す
け
之
助
（
五

三
歳
）
の
三
兄
弟
に
依
頼
し
、
栗
・
唐

松
・
茅
な
ど
主
要
材
料
は
、
輸
送
の
関
係

か
ら
、
山
梨
・
長
野
な
ど
で
調
達
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
　

　

家
造
り（chise-kar

）の
仕
事
は
、
一

九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
三
月
一
五
日
に

地
鎮
祭（chise-kote-inonnoitak

）、

一
八
日
に
は
、
十
数
名
の
人
夫
を
動
員
し

て
古
式
通
り
の
屋
根
上
げ（chise-

puni

）を
お
こ
な
い
、母
屋（chise

）・
納

屋（sem

）・
熊
檻（heper-set

）・
祭
壇

（inaw
-san

）・倉
庫（pu

）・
男
厠（okkayo-

ru
）・
女
厠（m

enoko-ru

）の
順
に
建
設

さ
れ
、二
五
日
、予
定
通
り
新
築
落
成
の
式

（chise-nom
i

）が
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

当
時
、
既
に
北
海
道
で
も
お
こ
な
わ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
ア
イ
ヌ
住
家
の
本
格

的
建
築
が
東
京
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
画
期
的
な
試
み
と
し
て
、
記
憶

に
止
ど
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

1950年3月、民族学博物館構内に、二谷
国松氏らによってアイヌ住家が建築され
た。これは、その折の工程記録の一部

最初に移築展示された武蔵野の民家
〈写真は西東京市中央図書館所蔵〉

博物館の本館内部。当時掛けてあった看板も、
最近みつかった（みんぱく所蔵）〈背景の写真
は、西東京市中央図書館所蔵〉
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西
東
京
市
の
旧
下
保
谷
に
か
つ
て
在
っ

た
民
族
学
博
物
館
や
そ
の
創
設
に
力
を
尽

く
し
た
渋
沢
敬
三
や
高
橋
文
太
郎
の
こ
と

は
、
地
元
の
旧
住
民
で
さ
え
忘
れ
か
け
て

い
た
。
ま
し
て
新
住
民
は
知
る
由
も
な
い
。

今
か
ら
半
世
紀

以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、
今

は
そ
の
痕
跡
の
か
け
ら
も
残
っ
て
い
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
事
実
に
つ
い
て
の
資
料

も
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。

◉
勉
強
会
の
蓄
積
と
冊
子
の
刊
行

　

こ
の
こ
と
を
深
く
憂
慮
す
る
市
民
有
志

が
、
せ
め
て
そ
の
実
情
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
い
う
願
い
か
ら
勉
強
会
を
始
め
た
。

二
〇
〇
七
年
春
の
こ
と
で
あ
る
。
文
献
を

集
め
て
整
理
し
、
写
真
を
探
し
、
当
時
か

か
わ
っ
た
方
々
に
話
を
聞
く
な
ど
の
手
立

て
を
つ
く
し
て
資
料
を
作
り
、
会
で
報
告

し
た
。
ま
た
広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
専
門
家
の
講
演
会
を
開
い
た
。

　

か
く
し
て
、
あ
る
程
度
勉
強
の
成
果
が

髙た
か
た田 

賢ま
さ
る

　
　

高
橋
文
太
郎
の
軌
跡
を
学
ぶ
会（
西

東
京
市
） 

代
表

西
東
京
市
下
保
谷
に
生
ま
れ
、
現
在
ま
で
住
む
。
若

年
の
こ
ろ
よ
り
柳
田
国
男
や
民
俗
学
に
関
心
を
も
ち

続
け
る
。
こ
の
数
年
は
本
会
の
充
実
・
運
営
に
力
を

注
ぐ
。

し
た
も
の
を
知
ら
せ
る
　

（
2
）
単
な
る

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
な
く
、
館
外
に
お
い
て

こ
れ
を
生
か
す
実
践
を
す
る
　

（
3
）
後

世
に
伝
え
残
す
手
立
て
を
と
る
、
と
い
う

意
図
を
も
っ
て
、
①
博
物
館
跡
地
に
発
祥

の
地
を
記
念
す
る
銘
板
を
建
て
る
　

②
講

演
会
を
開
く
　

③
写
真
展
を
催
す
　

④
農

具
の
展
示
・
実
演
会
を
す
る
、
と
い
う
事

業
で
あ
る
（
②
～
④
は
二
〇
〇
九
年
東
京

都
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
企
画
事
業
と
し
て
本

市
教
育
委
員
会
と
共
催
。
ま
た
、
銘
板
と

写
真
パ
ネ
ル
は
終
了
後
市
へ
寄
贈
）
。

　

荷
が
重
い
試
み
で
あ
り
、
経
費
、
労
力
、

ス
タ
ッ
フ
な
ど
か
ら
実
施
を
危
ぶ
む
声
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
多
少
の
無
理
は
承
知
の

う
え
、
チ
ャ
ン
ス
を
逸
せ
ず
と
い
う
こ
と

で
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

　

そ
の
結
果
の
客
観
的
な
評
価
は
外
部
に

委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
銘

板
除
幕
式
に
は
、
渋
沢
敬
三
氏
の
ご
遺
族
、

国
立
民
族
学
博
物
館
の
須
藤
健
一
館
長
、

西
東
京
市
長
な
ど
三
四
名
の
来
賓
の
ご
臨

席
を
い
た
だ
き
、
滞
り
な
く
執
り
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
講
演
会
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館

の
近
藤
雅
樹
教
授
に
「
渋
沢
敬
三
と
民
族

学
博
物
館
」、東
京
学
芸
大
学
石い
し
い井

正ま
さ
み己

教

授
に
「
高
橋
文
太
郎
著
『
武
蔵
保
谷
村
郷

土
資
料
』
の
意
義
」
の
題
で
、
感
銘
深
い

お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
写
真
展
・
民

具
展
示
会
も
盛
会
で
あ
っ
た
。
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

や
が
て
そ
れ
が
実
現
し
、
平
成
一
一
年

に
は
最
後
の
資
産
が
売
却
さ
れ
、
高
橋
文

太
郎
氏
や
敬
三
が
、
若
い
こ
ろ
思
い
描
い

て
い
た
、
北
欧
式
の
野
外
民
族
博
物
館
の

夢
も
消
え
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、
西
東
京
市

の
「
高
橋
文
太
郎
の
軌
跡
を
学
ぶ
会
」
の

皆
様
か
ら
、「
民
族
学
博
物
館
跡
地
銘
板

除
幕
式
」
へ
の
お
招
き
を
受
け
、
一
一
月

八
日
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
立
民
族
学
博
物
館
の
須
藤
健
一
館
長
、

近
藤
雅
樹
教
授
も
来
会
さ
れ
、
記
念
す
べ

き
会
と
な
り
ま
し
た
。＊

　

生
前
の
渋
沢
敬
三
は
、
博
物
館
は
も
と

よ
り
学
術
資
料
の
収
集
、
整
理
、
編
纂
に

強
い
関
心
を
も
っ
て
お
り
ま
し
た
。
祖
父

栄
一
の
没
後
、
そ
の
業
績
の
顕
彰
が
話
題

と
な
っ
た
と
き
も
、
敬
三
は
栄
一
の
人
生

の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
資
料
集
の
編
纂
と
、

栄
一
と
そ
の
時
代
の
日
本
人
の
生
活
の
変

貌
を
伝
え
る
「
実
業
史
博
物
館
」
の
創
設

を
提
案
し
ま
し
た
。
戦
局
が
緊
迫
す
る
な

か
で
、
将
来
の
博
物
館
で
展
示
す
べ
き
資

料
を
懸
命
に
収
集
し
、
平
和
の
来
る
日
を

ひ
た
す
ら
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
の
合
間
に
は
、
自
分
で
も
魚
名
の

研
究
や
、『
延
喜
式
』
に
見
ら
れ
る
水
産

物
の
流
通
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
、「
延

喜
式
博
物
館
」
を
作
り
た
い
と
言
い
出
し

た
の
を
、
ま
だ
高
校
生
だ
っ
た
わ
た
し
も

感
動
を
も
っ
て
聞
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

渋し
ぶ
さ
わ沢 

雅ま
さ
ひ
で英

財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団 

理
事
長

＊

　

こ
れ
ら
多
く
の
夢
の
実

現
を
妨
げ
た
の
は
戦
争
で

し
た
。
占
領
軍
の
政
策
で

自
分
自
身
も
財
政
的
な
基

盤
を
失
い
、
戦
前
か
ら
手

が
け
て
き
た
多
く
の
企
画

が
続
行
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。「
ニ
コ
没（
ニ
コ
ニ

コ
し
て
没
落
し
て
ゆ
く
）」

と
称
し
て
、私
生
活
の
上

で
は
そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
気

に
懸
け
る
こ
と
な
く
、
学

問
の
復
興
を
願
っ
て
、
病

魔
に
冒
さ
れ
る
晩
年
ま
で

研
究
活
動
を
続
け
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
六
七
歳
と
い
う

早
す
ぎ
る
死
を
迎
え
た
時

点
で
は
、
多
く
の
仕
事
が

未
完
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
本
人
は
苦
情
め

い
た
こ
と
は
決
し
て
言
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
残

り
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
近
く
没
後
五
〇
年
を
迎

え
ま
す
が
、
そ
の
間
驚
く
ほ
ど
多
く
の
故

人
の
願
い
が
、
次
々
と
芽
を
吹
き
は
じ
め

ま
し
た
。
保
谷
に
収
蔵
さ
れ
た
民
具
の
す

べ
て
は
国
立
民
族
学
博
物
館
に
継
承
さ
れ
、

詳
細
な
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
六
八
巻
も
ほ
ぼ

完
全
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
実
業
史

博
物
館
の
た
め
に
集
め
た
資
料
は
国
文
学

研
究
資
料
館
に
よ
っ
て
す
べ
て
整
理
さ
れ
、

画
像
化
も
さ
れ
て
、
近
代
化
の
モ
デ
ル
と

し
て
世
界
中
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
谷
の
立
派
な
銘
板
を
拝
見
し
な
が
ら
、

当
時
若
か
っ
た
方
々
の
夢
の
数
々
が
、
戦

争
の
苦
し
み
を
超
え
て
、
い
つ
の
ま
に
か

見
事
に
蘇
っ
た
こ
と
を
、
嬉
し
く
思
っ
た

次
第
で
す
。

　

だ
い
ぶ
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
保

谷
の
町
に
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
戦
前

の
博
物
館
の
建
物
の
一
室
で
、
財
団
法
人

民
族
学
振
興
会
の
理
事
会
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
終
わ
る
こ
ろ
に
は
と
っ
ぷ
り
と

暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
秋
の
終
わ

り
か
冬
の
初
め
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

理
事
長
の
中な
か
ね根

千ち

え枝
先
生
と
ご
一
緒
に
、

帰
り
の
電
車
の
な
か
で
、
生
前
の
渋
沢
敬

三
の
思
い
出
や
逸
話
の
数
々
を
話
し
合
う

な
か
で
、
い
ず
れ
は
振
興
会
を
解
散
し
、

公
益
信
託
に
移
行
し
た
い
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

夢
の
博
物
館1937年頃アチック・ミューゼ

アム１階の階段脇に陳列さ
れた民具〈渋沢史料館所蔵〉

バネル写真展の準備。87点の写真
に観客盛況〈撮影・亀田直美〉

100点近く並べた民具展。手前は藍染めの実演〈撮影・
高橋俊郎〉

1933年11月　アチック・ミューゼアムの談話室にて。前列左から２人目折口信夫、３人目早川孝太郎、後列左か
ら４人目渋沢敬三、５人目高橋文太郎、６人目宮本勢助〈渋沢史料館所蔵〉

民
族
学
博
物
館
と

渋
沢
敬
三・高
橋
文
太
郎

地
域
の
歴
史
を
後
世
に
つ
な
ぐ

現
在
、
敬
三
の
没
後
五
〇
周
年
忌
（
二
〇
一
三
年
）

に
む
け
て
、
特
別
展
示
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
書

籍
の
出
版
な
ど
、
記
念
と
な
る
催
し
の
企
画
を
す
す

め
て
い
る
。
お
も
な
書
籍
に
『
父
・
渋
沢
敬
三
』（
実

業
の
日
本
社
）
な
ど
。

2008年公刊の冊子（全128頁）。写真資料多数

あ
が
っ
て
き
た
の
で
、
冊
子
に
ま
と
め
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
会
員
が
ポ
ケ
ッ

ト
マ
ネ
ー
を
出
し
合
っ
て
、
二
〇
〇
八
年

六
月
に
は
『
高
橋
文
太
郎
の
真
実
と
民
族

学
博
物
館
―
―
埋
も
れ
た
国
立
民
族
学
博

物
館
前
史
―
―
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
報
道
も
追

い
風
と
な
っ
た
の
か
、
増
刷
す
る
ほ
ど
好

評
を
博
し
た
。
地
元
の
方
々
の
み
な
ら
ず
、

専
門
家
や
研
究
者
に
も
多
少
評
価
さ
れ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
会
員
の
労
苦
や
努
力
が

幾
分
か
は
報
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

◉
四
事
業
の
実
施

　

会
と
し
て
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

二
〇
〇
九
年
は
民
族
学
博
物
館
開
館
七
〇

年
に
あ
た
る
こ
の
機
会
に
、
渋
沢
敬
三
た

ち
が
目
指
し
た
夢
や
精
神
を
た
と
え
片
鱗

な
り
と
も
生
か
せ
る
事
業
を
と
計
画
し
、

秋
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、（
1
）
よ
り
広
く
世
間
・

市
民
に
民
族
学
博
物
館
や
渋
沢
た
ち
の
遺




